
政策提言

外国船による宝石さんご密漁に対する取締りの継続・強化　　　　　

◎　宝石さんご資源の持続的な利用のため、日本の領海及び排他的経済水域内における
　　 外国船による宝石さんご密漁に対する監視及び取締りを継続・強化するよう提言します。

現　　　状 課　　　題

　　・本県の伝統的な漁業であり、加工・流通業も県内に集積

○中国船による宝石さんご密漁

国全体の監視や取締り体制を継続・強化することが必要

○本県の宝石さんご漁業

平成26年頃から小笠原周辺海域や九州沖で頻発

○完全に無くならない宝石さんご密漁

持続的な利用に向けた取組みを台無しにする行為

・　本県海域での発生への不安

・　宝石さんご資源への影響

・　国際世論に与える悪いイメージ

平成29年にも長崎沖で摘発例が

ＣＩＴＥＳ締約国会議への悪影響

　　・許可内容を随時見直しており、様々なルールの下で適切に管理

○国による宝石さんご密漁船への対策

　　・新型船導入など監視・取締り体制の大幅強化

　　・違法操業に対する罰金を大幅に引き上げ

　　・日中漁業協定にもとづく継続した協議

大きな抑止力に！

○ワシントン条約での国際取引規制の議論

　　・COP17（2016）において、各国の資源状況や管理措置等を調査
　　　することを決定

　　・調査結果について専門委員会等で議論され勧告が出される

COP18（2019）で取引規制が提案されるおそれ

宝石さんご資源の持続的な利用へ

船舶写真の出展：海上保安庁及び水産庁Web

密漁船の監視・取締り
の継続・強化


